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今年度は図書委員会と国語の授業で、コンクール応募やコンテスト参加に力をいれています。        

今学期、多数の受賞がありましたので、結果を披露します。 

各種コンクール結果 

「新聞読んで」感想文コンクール 高校生の部 

最優秀賞 33H 桂木 力登 さん 「あきらめないで乗り越える」 

優秀賞 21H 後 綾香 さん 「あいそんない世の中」 

佳作 21H 砂川 佳乃子 さん 「歴史は時代の架け橋」 

佳作 31H 俵 百花 さん 「花の力」 

佳作 32H 千田 拓未 さん 「新たな日常と読書」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第四十八回 千代女少年少女全国俳句大会 高校生の部 

佳作 24H 小島 千幸 さん 「空蝉や私の心は置き去りに」  

 

第十九回 りんり俳句大賞 高校生の部 
一学期の部 

銀賞 34H 宮上 玲菜 さん 「春の昼名も知らぬ鳥我に啼く」  

銅賞 35H 根耒 謙太朗 さん 「梅の香や誰より先に我に来る」  

二学期の部 

銀賞 35H 立見 ふたば さん 「木犀の香を漕ぎ進む通学路」  

 

  

受賞おめでとうございます！ 

最優秀賞と優秀賞の 

作品と賞状・盾は、図書室前の 

ショウウィンドウに飾っています。 

りんり俳句大賞 高校生の部 三学期の部 は投句を募集中です。 

素直な気持ちを俳句にしてみませんか。詳しくは松下先生まで。 



 

図書室の活動 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金沢三文豪 特集 
金沢出身の代表的な作家、泉鏡花、徳田秋聲、室生犀星は金沢三文豪と呼ばれています。 

 

 

図書室前に 

掲示しています。 

金沢三文豪の記念館に行ってみよう！高校生は入場無料、一般はお得なフリーパスがあります。 

泉鏡花記念館 

場所 ひがし茶屋街の近く 

現在の企画展 鏡花の著作

はその装丁の美しさから“鏡

花本”と呼ばれるほど。“鏡花

本”の作り手たちに焦点をあ

て、この美しき書物の誕生の

背景を辿ります。 

 

徳田秋聲記念館 

場所 ひがし茶屋街の近く 

現在の企画展  秋聲の半

生、泉鏡花との交友、師・尾

崎紅葉との別れをその筆致に

沿って紹介します。 

景観 ２階からの、浅野川と

梅ノ橋の眺めが素晴らしい。 

 

 

室生犀星記念館 

場所 にし茶屋街の近く 

現在の企画展 自分の顔を

気にしていた犀星。しかし文学

上の成功はこのコンプレックス

と無縁ではなかったとも語って

います。そんな犀星の「顔」へ

の自虐ぶりをひもときます。 

朝読書 
朝読書は 7 月の定期試験後・12 月の定期試験

後・3月の学期末試験後、朝学習の時間（8：10～

8：20）に実施しています。 

朝読書も含め、一人年間 6 冊以上読書をする目

標です。みなさんに読んでほしい本を選んだ「西高

推薦図書 50選」も参考にしてください。 

 

ＧＯ ＴＯ 図書館！ 
今年度は前期と後期で２回、各学年ごとに昼休みの

時間に、図書館に本を借りに来る機会を設けました。な

かなか普段は図書館に足が向かない人にも、これを契 

機に、意外と図書館

に 興 味 深 い 本 が

続々増えていることを

知ってもらえればと思

います。一人で１４冊

借りていった人もいま

したよ。 


